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LV8548MC 

12V用低飽和駆動正逆モータドライバ 
 
概要 

LV8548MCは低飽和電圧の正/逆モータドライバ2ch入りICである。

各種12V系セットにおけるDCモータ2個駆動、パラレル接続による

DCモータ1個駆動、バイポーラステッパモータ1個の2相、1-2相励磁

駆動に 適である。 
 

特長 

 DMOS出力トランジスタ採用(上下合計RON=1Ωtyp) 

 VCCmax=20V、IOmax=1A 

 動作電源電圧範囲: 4V16V (制御系電源は不要) 
 小型パッケージ(SOIC10)を採用 

 LB1948MCとピンコンパチブル 

 待機時消費電流ゼロ 

 パラレル接続(駆動chの並列接続動作)可能 

 ブレーキ機能内蔵 
   

アプリケーション / 最終製品 

 冷蔵庫 

 フラットベッドスキャナ、文書スキャナ 

 POSプリンタ、ラベルプリンタ 

 PoE POS端末 

 服乾燥機 

 掃除機 

 タイムレコーダ 
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ORDERING INFORMATION 

 
Ordering Code: 

LV8548MC-AH 
 
Package 

SOIC10 
(Pb-Free / Halogen Free) 
 

Shipping (Qty / packing) 
2500 / Tape & Reel 
 

†テープ&リール仕様(製品配置方向, テープ サイズ

含む)に関する情報については、Tape and Reel 

Packaging Specifications 

パンフレット(BRD8011/D)をご参照ください。
http://www.onsemi.com/pub_link/Collateral/BRD8011-D.PDF 

 
 

XXXXX = Specific Device Code
A = Assembly Location
L = Wafer Lot
Y = Year
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最大定格/Ta=25℃ (Note 1) 

項目 記号 条件 定格値 unit 

大電源電圧 VCCmax VCC -0.3～+20 V 

出力印加電圧 VOUT OUT1,OUT2,OUT3,OUT4 -0.3～+20 V 

入力印加電圧 VIN IN1,IN2,IN3,IN4 -0.3～+6 V 

GNDピン流出電流 IGND ch当り 1.0 A 

許容消費電力 Pdmax (Note 2) 1.0 W 

動作周囲温度 Topr  -30～+85 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  -40～+150 ℃ 

1. 大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。これらの定格値を超えた場合は、デバイスの機能性を損ない、

ダメージが生じたり、信頼性に影響を及ぼす危険性があります。 

2. 指定基板付き：57×57×1.6tmm、ガラスエポキシ基板、両面 

 

推奨動作条件/Ta=25℃ (Note 3) 

項目 記号 条件 定格値 unit 

電源電圧 VCC VCC 4.0～16  

入力｢H｣レベル電圧 VINH 
IN1,IN2,IN3,IN4 

+1.8～+5.5  

入力｢L｣レベル電圧 VINL -0.3～+0.7  

3. 推奨動作範囲を超えるストレスでは推奨動作機能を得られません。推奨動作範囲を超えるストレスの印加は、デバイスの信頼性に影響を与える

危険性があります。 

 

電気的特性/Ta=25℃,VCC=12.0V (Note 4) 

項目 記号 条件 min typ max unit

電源電流 ICCO 待機モード 

IN1=IN2=IN3=IN4=”LOW” 

 1 A 

ICC1 負荷オープン 

IN1～IN4いずれかを”HIGH” 

1.7 2.3 mA 

入力電流 IIN VIN=5V 35 50 65 A 

サーマルシャットダウン 

動作温度 

Ttsd 設計保証 150 180 210 ℃ 

温度ヒス幅 Ttsd 設計保証 40  ℃ 

減電圧保護機能動作電圧 VthVCC  3.3 3.5 3.65 V 

解除電圧 Vthret  3.55 3.8 3.95 V 

出力オン抵抗(上下合計) RON IOUT=1.0A 0.7 1 1.25  

出力リーク電流 IOleak VO=16V  10 A 

ダイオード順電圧 VD ID=1.0A 1 1.2 V 

4. 製品パラメータは、特別な記述が無い限り、記載されたテスト条件に対する電気的特性で示しています。異なる条件下で製品動作を行った時には、

電気的特性で示している特性を得られない場合があります。 
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外形図 
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ブロック図 

DC モータ 2個駆動時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステッパモータ 1個駆動時 
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ピン配置図 
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端子機能 

ピン番号 端子名 機能 等価回路図 

1 VCC 電源電圧端子。 

VCC 電圧を印加する。許容動作電圧は 4.0

～16.0(V)である。安定化のために対 GND

端子(6pin)間に、コンデンサを接続する。

 

2 IN1 モータ駆動制御入力端子。 

OUT1(10pin)および OUT2(9pin)の駆動制御

入力端子。IN2 端子(3pin)と組み合わせて

使用する。 

ディジタル入力で、「L」レベル入力範囲

は 0～0.7(V)、｢H｣レベル入力範囲は 1.8～

5.5(V)。PWM 入力可能。 

端子内部にプルダウン抵抗 100(k)を内

蔵している。 

IN1,IN2,IN3,IN4 端子すべてを｢L｣にする

ことで、スタンバイモードとなり、回路電

流をゼロにすることが出来る。 

 

3 IN2 モータ駆動制御入力端子。 

OUT1(10pin)及び OUT2(9pin)の駆動制御入

力端子。IN1 端子(2pin)と組み合わせて使

用する。PWM 入力可能。プルダウン抵抗内

蔵。 

4 IN3 モータ駆動制御入力端子。 

OUT3(8pin)及び OUT4(7pin)の駆動制御入

力端子。IN4 端子(5pin)と組み合わせて使

用する。PWM 入力可能。プルダウン抵抗内

蔵。 

5 IN4 モータ駆動制御入力端子。 

OUT3(8pin)及び OUT4(7pin)の駆動制御入

力端子。IN3 端子(4pin)と組み合わせて使

用する。PWM 入力可能。プルダウン抵抗内

蔵。 

6 GND 接地端子。  

7 OUT4 駆動出力端子。OUT3 端子(8pin)との間にモ

ータコイルを接続する。 

 

8 OUT3 駆動出力端子。OUT4 端子(7pin)との間にモ

ータコイルを接続する。 

9 OUT2 駆動出力端子。OUT1 端子(10pin)との間に

モータコイルを接続する。 

10 OUT1 駆動出力端子。OUT2 端子(9pin)との間にモ

ータコイルを接続する。 
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(OUT4)



LV8548MC 

www.onsemi.com 
7 

 

動作説明 

1.DCM 出力制御ロジック 

入力 出力 
備考 

IN1 IN2 IN3 IN4 OUT1 OUT2 OUT3 OUT4 

L L L L OFF OFF OFF OFF 待機 

L L 

 

OFF OFF 

 1CH 

待機 

H L H L 正転 

L H L H 逆転 

H H L L ブレーキ 

 

L L 

 

OFF OFF 

2CH 

待機 

H L H L 正転 

L H L H 逆転 

H H L L ブレーキ 

 

2.待機状態から動作状態への切り替え時間について 

この IC は、IN1～IN4 が｢L｣の状態では完全に動作を停止しており、入力端子のいずれかに信号が入ると

内部設定の約 7s のリセット時間の後に、入力状態に対応した所定の出力状態に移行する。 

どちらかの CH が駆動している場合には、駆動していない CH を駆動させても、リセット時間はかからず

に入力状態に対応した所定の出力状態になる。 

リセット時間の間は、全出力 TR は OFF が維持される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.ステッパモータ パラレル入力制御時の各励磁モードでの電流波形例 

●2相励磁 ●1-2 相励磁 
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4．過熱保護機能 

本 ICには、過熱保護回路が内蔵されており、ジャンクション温度Tjが 180℃を超えると出力がOFFし、

温度がヒステリシス分下がると出力は再駆動（自動復帰）します。 
過熱保護回路は、ジャンクション温度の定格 Tjmax=150℃を越えた領域での動作となるため、 
セットの保護および破壊防止を保証するものではありません。 
  TSD=180℃(typ) 

    ΔTSD=40℃(typ) 

 

 
 
応用回路例 

1.DC モータ 2個駆動時の応用回路例 2.ステッパモータ 1個駆動時の応用回路例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.パラレル接続時の応用回路例 

下図のように、IN1 と IN3、IN2 と IN4、OUT1 と OUT3、OUT2 と OUT4 を接続することにより、Hブリッジ 1ch

に見立てた使用が可能である。(IOmax=2.0A 上下合計 RON=0.5) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全ての応用回路例の VCC-GND 間に接続されているバイパスコンデンサ(C1)は、0.1F～10F の電解コン

デンサを推奨する。 

コンデンサの値に付いて、モータ負荷状態で温度特性を含め、動作に問題の無いことを確認すること。 

コンデンサの実装位置は、IC 直近に実装すること。 
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測定回路図 

 
①待機時消費電流 ICC0 
消費電流 ICC1 
 

 
 

ICC0 測定時は、全ての SW をオフにして測定する。 
ICC1 測定時は、SW1～4 のいずれかをオンにして測定する。 

 
 
②入力電流 IIN 
 

 
 
本測定は IN1 端子に関するものであり、他の IN2～4 端子についても同様に測定する。 

 
 
③入力「H」レベル電圧 VINH 

 
 

Vin を 0～5V に可変したときに、VOUT1 が「H」に切り変わる時の Vin の値を測定する。 
本測定は IN1 端子に関するものであり、他の IN2～4 端子についても同様に測定する。 
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④減電圧保護機能 動作電圧 VthVCC／解除電圧 Vthret  

 
 

減電圧保護が動作する電圧を測定する場合には、VCC を 12V から 0V に可変し、VOUT1 が「L」になる時の VCC の

値を測定する。 
減電圧保護が解除される電圧を測定する場合には、VCC を 0V から 12V に可変し、VOUT1 が「H」になる時の VCC
の値を測定する。 

 
 
⑤出力オン抵抗 Ron 

 
 

OUT1 上側、OUT2 下側 FET を測定する場合は、SW を a 側にして測定する。 
OUT1 下側、OUT2 上側 FET を測定する場合は、SW を b 側にして測定する。 
OUT3、OUT4 の測定ついても、OUT1、OUT2 と同様に接続して測定する。 
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⑥出力リーク電流 Ioleak 

 
 

上側 FET の出力リーク電流を測定する場合は、OUT を 0V に固定し、VCC を 0～20V に可変した時の OUT の電流を

測定する。 
下側 FET の出力リーク電流を測定する場合は、VCC を 20V に固定し、OUT を 0～20V に可変した時の OUT の電流

を測定する。 
本測定は OUT1 端子に関するものであり、他の OUT2～4 端子についても同様に測定する。 
 
 

⑦ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ順電圧 VD 

 
 

OUT1、OUT2 上側 FET を測定する場合は、SW を a 側にして測定する。 
OUT1、OUT2 下側 FET を測定する場合は、SW を b 側にして測定する。 
OUT3、OUT4 の測定ついても、OUT1、OUT2 と同様に接続して測定する。 
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